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◆昨年の中越地震被災地に豪雪，スマトラ沖地震
と津波による死者・行方不明者が20万を突破とい
ったつらい報道が相次いでいます．一方，三宅島
の長い全島避難指示が解除され被災者の帰島が始
まります．いずれの被災地にもまだまだ春は遠いよ
うです．
◆本号はイタリアのフィレンツェで昨年秋に開催さ
れた「第32回万国地質学会議」の特集と前号に引
き続いての「地質情報展2004ちば」の特集という
多彩な内容となりました．
◆「第32回万国地質学会議」の特集では，まず武
藤氏が，地質調査総合センターが出展したブースで
の展示概要や他国機関の展示などを紹介されまし
た．また，宍倉氏他のみなさんは「活断層・古地震
関係のセッション」について，古宇田氏他のみなさ
んは「温暖化ガスの削減対策・地下貯留関係のセ
ッション」について紹介されました．地震も地球温
暖化も地球規模での重大かつ緊急的な研究課題
の多い分野，世界の研究の流れがわかる貴重な情
報です．
◆竹内氏はイタリア・アルプスのアオスタ渓谷の巡
検記を寄せてくださいました．造山運動の概念が育
まれたアルプス，地質屋のあこがれの地ですね．マ
ッターホルンが見られなかったのは残念，晴れて
いればすばらしい写真が本号の表紙を飾ってくれ
たのでしょうが．
◆後半の「地質情報展2004ちば」の特集では，吾妻

氏他のみなさんが「千葉県の地震・活断層・津波に
ついて」紹介，口絵に示された地震と津波のシミュ
レーションは，インドネシアを中心とする巨大地震・
津波の後だけに目が釘付けにされてしまいます．ま
た松本氏は「東海地震予知のための地下水観測」
について紹介されましたが，何とか予知に成功して
ほしいものです．下司氏は「火山－噴火の驚異と恵
み－」と題して，火山のない千葉のみなさんにわか
りやすく説明されました．井川氏他のみなさんは

「デジタル地質図」の，佐藤氏他のみなさんは「地球
物理図」の紹介をされました．子供たちが楽しく地
質図や地球物理図に触れることができたようです．
◆工藤氏他の「石割」，坂野氏の「地学クイズ」，中
島氏他の「レプリカ作成」では，体験コーナーでの
子供たちの生き生きした姿が紹介されています．
◆特集以外では，柏木氏が「モンゴルの大草原の
花崗岩」について美しい写真（口絵）と共に珍しい
話を聞かせてくれています．山元氏の「カルデラ火
山の地質（宮下地域）」は図幅調査の豊富な情報を
使った力作です．そして加藤氏の「みちのく石便り

（4）」は民話の里遠野地方を中心とした奇岩探訪記
でした．
◆最近，皆様からの投稿が若干増加傾向のようで
す．編集委員会もこれに元気づけられ，地質ニュ
ースをより魅力的なものへと張り切っております．
紙面のより一層の充実のため，皆様方のなお一層
のご支援をお願いします． （須藤定久）




